
アンビバレンスを関係からみてゆく

前回(小誌２月号)，ある乳児を例に，養育者に対して甘えたくても甘えら
れないという｢アンビバレンス｣を取り上げたがｂそれはなぜ起こるのであろ
うか。

甘えのアンビバレンスは，知覚過敏という子どもの特性ゆえの，生来的な
生物学的脆弱性としてこれまで位圃づけられてきたように思う。しかし，子
どもと養育者との関係という視点から捉えていくと，さほど単純なことでは
ないことがわかってくる。

ＳＳＰ(新奇場面法)での母子の関わり合いのなかで箪者が特に注目したの

は,母親がST(ストレンジャー)の前でB男に挨拶を促してはB男の頭を撫でｂ
再会時にもＢ男を抱きながらさかんに頭を撫でていたことである。母親のＳＴ
に対する過度な気通いと，まるで何かよいことをしたB男を褒めるような対応
が；この場ではどこか不自然な感じを受けたのである。通常であれば；再会
時，母親は泣いている子どもを抱きながら，よしよしとあやすのではないかと
想侭されるのだが,なぜこのとき母親はこのような対応をとったのであろうか。
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頭を撫でるという行為は．子どもが(親からみて)好ましい行動

をとったときに褒めるもので‘社会的意味合いの強いものだが，

泣いている子どもをあやすのは．不快な愉勤を秘やかなものへと

変えていくという本能的なものに近い。泣いている子どもを無条

件に，それでいいんだよと受け止めることによって．そこで初め

て子どもの不快な傭動は狸やかになっていく。ＳＳＰ(Strange
SituationProcedure・新奇場面法)での母親の対応をみると，

Ｂ男がぐずつたり泣いたりしているのを無条件に受け止めること
が．なぜか母親にはむずかしいことがわかる。
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母子ともに顕著に認められるアンビバレンス

､-,

Ｂ男のアンビバレンスは母子の関わり合いの場面で．さまざま

な形で顔を出している。例えばむずがるときのＢ男の様子をみ
ていると,本当は母親の乳房を求めているのであろうが．実際に

は母親の肌に直接触れずｂ洋服の上から母親のおなかをさかんに

触っている。ＳＳＰでもみられたがｂ甘えて母親に抱かれたがっ

ても,いざ母親が抱くと‘半身の姿勢で互いが密藩するのを避け‘

Ｂ男の関心はすぐに周りの玩具に移ってしまう。こんなときの母

親の様子はどうかといえ嘘母親は泣いているB男を抱くと．Ｂ
男の顔を不安げに覗き込もうとし，主治医と霞したい棚子で.母
親の関心はすぐに子どもから離れてしまう。このように一見する

謝
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褒めることとあやすこと
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とＢ男に特徴的とみえたアンピバレンスを．母子双方の関係の問

題として捉えなければならないことがわかる。

実際，母親にもさまざまなかたちでアンビバレンスがi阻められ

る。たとえば;支援開始時には,母親は子どもと視線が合わない，

なつかないことなどを心配して受診しているがｈいざ子どもが自

分にまとわりつき始めると，自分のやりたいことができなくなる

のではという不安が強まり，早くひとりで遊べるようになってほ

しいという気持ちも強まって‘1歳前には断乳と離乳食を開始し

ている。母親には子どもと繋がり合いたいという思いもあるが，

それによって自分がなくなるのではという不安も同居している。

アンピパレンスの特徴がここに端的に示されている。

体験にまつわる質問が多いが’両親について回想してもらう際に．

両親の人物像ではなく‘両親との関係そのものに魚点を当てて．

｢できるだけ小さい頃から始めて，お母さん(お父さん)との関係

を表すような形容詞やことばなどを５つあげてくだきい｣といっ

た質問をする。過去の親子関係の質について尋ねている。

AAIを実施してみると．このような質問にすぐに答えるのは

碓にとっても容易なことではないことがわかる。親子関係の質を

想起しようとすると，親子間に流れていた気持ち力挺ってくるか

らである。そのため，そのような気持ちの交流にさまざまな問題

を抱えていた人にとってはなかなかにつらい面接である。した

がって．ＡＡＩを実施するためにはかなり厳しい癖習が課せられ

ている。面接によって．時に混乱をきたした被面接者への対応能

力も必要とされているからである。

ただし，AAIでは過去の被虐待体験の有無そのもののみを問

胆としてはいない。内容の分析で煎視されているのは，語られた

内容そのものよりもそれがどのように昭られたか．その語りの性

質である。アタッチメントにかかわる体験の内容が肯定的か否定

的かといった評価が重要なのではなく、それを現時点で一貫した

まとまりをもって語ることできるかが飯要だというのである。

ＳＳＰでは．子どもの盤育者に対する直接的な接近行励のありよ

うを評価しているが,AAIでは現在思い浮かべている親に対し

てどのようなスタンスをとっているかをみている。親に対してと

るスタンスの質は，その人の対人関係の質を強く規定していると

され．内的作業モデルともいわれている。

なお，AAIで翌められるアタッチメント・タイプは表１のよ

うに分類されＳＳＰのタイプとの強い関連が指摘されている。

アンビバレンスと関係障碍

以上からわかるように，アンピバレンスはけっして子どもの特

性といった｢佃｣の問題として捉えることはできない。母子双方の

アンピパレンスが両者の関係を難しくし，そこに負の循環を生ん

でいる。両者のアンピパレンスは互いに増強するように作用し合

いながら関係が展開している。関係障碍という視点のⅢ要性を強

剛するゆえんである。

生きていくために，乳児は菱育者に全面的に依存しなければな

らない。しかし‘養育者は誰でも子どもの依存欲求(甘え)を無条

件に受け止めることができるかといえばそうではない。義育者自

身はこれまでに少なからず．親になることをめぐる問題世代川

や夫蝿間の馴繰など６さまざまなつらい経験をしてきているもの

である。自分の甘えをどのように受け止めてもらってきたか，そ

のような11Ｉ柄が,養育者自身の子どもの甘えに対応する際に，さ

まざまな形で顔を出す。親は自分が育てられたように子どもを育

てやすいのだｂ
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なえてくれた｣｢優しかった｣である。特に，「寂しかった｣｢あまり

かまってもらえなかった｣｢甘えられなかった｣と表現した体験に

ついて，具体的に以下のように踊っている。

「鍵っ子だったから家に帰ったら…雄もいなかった。うちの母

親はすごくずぼらなところがあった。以前もそうだったけど今

でも実家に帰ると(そう思っちゃいけないんだけど)．すごくイラ

イラすることがある｡母親も働いていたし,弟もいたので大変だっ

母親にみられる子ども時代のアタッチメント体験

Ｂ男の母親は，過去の自分と母親との関係について，先の質問

で以下の５つのことばで表現した。すなわち，「寂しかった｣｢あ

まりかまってもらえなかった｣｢甘えられなかった｣｢言うことを力、

小児新渡第32巻第３号2009年３月

‘層子ども時代のアタッチメント体験を，大人になった時点で捉え

鐸,るための面接がある。Ｍａｉｎら'１の開発したアダルト．アタッチ

迩撒ﾝ卜･ｲﾝﾀｭー(AdultAttachmentlnterview;AAI）
"徽狩錘‘:

:潔霞ある｡いわば乳幼児に実施するSSPの大人版である。
亀－．:AAIは』肖騨造化された面接法で．子どもの頃の親子間の経験

力《今の自分にどのような影智を及ぼしているかを振り返っても

らう。被週待体験をもつ大人を想定した面接であるため，被閤待

’
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表１ＡAlによって分類される各アタッチメント．タイプの行動特徴
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AAIのアタッチメント・タイプ 特徴 強い関迎性をもつＳＳＰのタイプ

アタッチメント軽視(拒絶)型

(diSmlSsIng/detaChedtype）

自分の人生におけるアタッチメント関係の砿要性や影智力を低く評価するタイ
プ。衷面的には自分の籾のことを理想化し，肯定的に肝価したりするが．親との
具体的な相互作用やエピソードについてはほとんど脳ることがなく、潤在的に．
親あるいは他哲との親密な関係を避けようとしていることがうかがわれる。

Ａタイプ(向辞副）

安定自律型

(secweautonomoustype）

過去のアタッチメント関係が自分の人生や現在のパーソナリティに対してもつ童
味を深く理解しているタイプ。自分のそれまでのアタッチメント関係の歴史を．
阿定的な面と否定的な面を併せて．堕合一貫した形で鱈ることができる。他者お
よび自分を深く侶馴しており．対人関係は全般的に安定している。

Ｂタイプ(安定型）

とらわれ(1理用)型

(preoccupied/enmeshBd

type）

自分のアタッチメント関係の歴史を首尾一貫した形で題ることができず(鱈る内
容に矛圃が鹿められ)．自分の過去．特に親が自分に対してとった態度などに未
だ強いこだわりをもっている(深くとらわれている)タイプ。自分の親について函
るときに激しい悪りを示すことがある。他者との籾塵な関係を強く切望する一方
で，自分が蝿われているのではないか．見捨てられるのではないかという不安を
抱いており．対人関係は全般的に不安定なものになりがちである。

Ｃタイプ(アンピバレント型）

vedtype）

過去にアタッチメント対象の喪失や被虐待などのトラウマ体験を有し、それに対
して未だに葛畷した感慣を抱いている(心理的に解決できない)．あるいは．喪
(moumlng).の過程から完全に抜け出ていないタイプも時に発脂のなかに非現実
的芯内容が入り交じる(例えば．死んでしまった人がまだ生きているように膳す
など)ことがある。

Ｄタイプ(熊秩序・無方向型）

ＳＳＰのアタッチメント･タイプ SSPにおける子どもの行動特徴

Aタイプ(同翻剛）

愛育者との分曜に隠し．泣いたり混乱を示すということがほとんどない。再会時には｡､養
明らかに錠両者を避けようとしたりする行動がみられる｡錠育者が抱っこしようとしても
ことはなく.聾阿智が抱っこするのをやめてもそれに対して抵抗を示し正りはしない｡蕊
室内の探索を行うことがあまりみられない(錠育者とはかかわりなく行動することが相対的

したり.

抱きつく

して実験

Ｂタイプ(安定型）

分醗時に多少の泣きや混乱を示すが．餐育者との再会時には積極的な身体接触を求め． 容易Ｉ

にわたって妥阿者や実験者には肯定的感個や照度種みせることが多く．錠育者との分睡時に：F-P，甲I

け入れることができる｡また.喪育者を安全基地として.ＷＩ極的に探索活動を行うこ仁ができ

静穏化する。実験全般

実験者からの慰めを受
､

､●

Ｃタイプ(アンピパレント型）

分随時に非常に強い不安や混乱を示す。再会時には妥育者に身体接触を求めていくが． その一方で怒りながら妥育者

を激しく叩いたりする(近接と怒りに満ちた抵抗という両価的な側面が認められる)。全般的に行動が不安定で随所に
用心深い態度がみられ､喪育者を安全基地として.安心して探索活動を行うことがあまりない(養育者に執勧にくつつ
いていようとすることが相対的に多い)。

Ｄタイプ(無秩序・篇方向型）

近接と同翻左いう本来ならば両立しない行動が同時(たとえば顔をそむけながら妥育者に近づこうとする)に．あるい
は縫時的(例えば妥育者にしがみついたかと思うとすぐに床に倒れ込んだりする)にみられる。また．不自然にぎこち
ない動きを示したり．タイミングのずれた場違いな行動や表情をみせたりする。さらに，突然すくんでしまったりう
つるな衷佃を浮かべつつじっと固まって動かなくなってしまったりするようなことがある．緯じてどこへ行きたいの
か．何をしたいのかが厩みづらい。時折．妥育者の存在におびえているような素撮りをみせることがあり．むしろ初
めて出会う実験者などにより自然で親しげな照度をとるようなことも少なくない．
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たとは思うけど。当時とても嫌だったのが保育園に行くのにお弁

当をちゃんと作ってくれなかったこと。おかずが１つしか入って

いなかったりした。だからみんなの前で(弁当を)開けるのが嫌

だった。でもそういうことは母親に言えなかった｣｢弟に手がかか

り．歩くのも遅かったので．家族一緒に出かけても私はもう歩け

るから抱っこしてもらえなかった｣などと回想しながら．涙を流

すのである。その一方で｢言うことをかなえてくれた｣｢優しかっ

た｣とも表現し，物質的にはいろいろと自分の要求に応えてくれ

たことを言い添えている。未だ自分の母親との間ではアンピバレ

ントな気持ちが生々しい形で残っていることを感じとれる内容で

ある。したがって．Ｂ男を出産して母親になったが．実家に帰っ

ても自分の親には気を遣い，親の前でゆったりとした気持ちにな

れないのである。親との関係について回避的で．未だにその思い

に囚われている。AAIをとおして，自分の子ども時代に母親に

ほとんど甘えることができなかったこと，さらには母親の期待に

応えて褒められたときだけ自分は阻めてもらっていると感じてい

たことが明らかになってきたのである。表ｌでは‘典型例ではな

いが｢アタッチメント軽視型｣ないし｢とらわれ型｣に近い。

今の親子関係は過去の親子関係を映し出す

以上の母親自身の親子関係の想起内容から，ＳＳＰで母親がＢ

男の頭をきかんに撫でていたという行動の意味がしだいに浮かび

上がってくる。つまり．過去の子ども時代の母子関係(母親の期

待に応えて褒められていたこと)がｂＳＳＰで生々しく再現されて

いるということである。Ｂ男が子ども時代の自身の姿として映し

出され,母親自身は過去の自分の母親の姿を演じている。このよ

うに今の親子関係は，時に親自身の子ども時代の親子関係を生々

しい形で映し出すものなのである。
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